
　　　　

令和7 年 2 月 15 日

(14:00 ～15:30
を除く）

9 時 30 分から 16 時 30 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 安心と笑顔が広がるみんなの場所

事業所名 児童発達支援RePort野火止教室 作成日支援プログラム（参考様式）

・認知の特性についての理解と対応…こだわりや偏食等を保護者様と情報共有しながら、矯正ではなく受容していく方法性で支援を実施。
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得…個別や集団の中で支援者の指示を受容して行動できるよう、指示の内容を簡素化したり視覚による提示を行ったりしている。

・コミュニケーションの基礎的能力の向上／人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得…支援者への思いが伝わったという達成感を持てることを第一に、指さしや絵カードな
どの非言語コミュニケーションや言葉によるコミュニケーションを取れるよう支援を実施。やりとりの際に相手を見ることができるよう、興味を持ったり視線を誘導したりする支援も同
時に行う。
・言語の形成と活用／言語の受容と表出…言語聴覚士の助言のもと、発音や発語などについての支援や保護者様からの相談援助を行う。
・読み書き能力の向上…文字への興味を持てることを第一に、粘土で文字を作るなど遊び感覚で行える活動を実施。

・アタッチメント（愛着）の形成と安定…安心した場所であることを分かってもらえるよう、本人の思いに寄り添った関わり方で支援を実施。
・遊びを通じた社会性の促進…まずはお友達がいる環境に安心感を持ちながら輪の中に入ったり、一緒の活動に参加したりするところから始めて、玩具の貸し借りや順番の理解などの社
会性を育む遊びを実施。

支援方針

・言語聴覚士や作業療法士、保育士など専門職による支援のもと、言葉やコミュニケーション、運動面や生活動作などを、お子様の興味や安心を大切にしながら遊びや活動を行っていき
ます。
・保護者様が安心した気持ちで地域の中で育児ができるよう、関係機関と連携しつつご相談を伺ったり助言をしたりしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節の行事にちなんだ制作活動やイベントの実施。
・食に興味を持ってもらったり集団で作る・食べる面白さを体感できるような食育イベントの実施。

（別添資料１）

家族支援

・お迎えの際に支援者が教室でのご様子をお伝えするとともに、ご家庭での様
子やご相談をお伺いします。必要に応じて保護者様のご相談をお伺いしたり、
面談を行ったりして、育児や支援の方向性について助言したり支援方法の共有
を行ったりしています。

移行支援

・幼稚園や保育園への入園や通園日数を増やせるよう、保護者様に身辺自
立やお友達との関わりなどの状況を共有しています。
・必要に応じて、保護者様の同意のもと園との情報共有を行っています。

地域支援・地域連携

・幼稚園や保育園に安心して通い続けられるよう、身辺自立や対人関係・コ
ミュニケーションの支援を行うとともに、保護者様との協議のうえ、幼稚園や
相談支援事業所との情報共有（支援内容や本人の様子など）を行っています。

職員の質の向上

・職員を講師とした運動遊びの勉強会、専門職によるOJTやお子様の事例
検討会
・災害や感染症、権利擁護などをテーマにした内部研修・訓練

支　援　内　容

・健康状態の維持・改善…来室時の体調確認・検温、アセスメントの際に体調不良のサインを保護者様に聞き取りの実施。
・生活習慣や生活リズムの形成…食事や排泄などの生活動作に興味を持てるよう寄り添った支援、口腔や微細の運動となる遊びの実施。
・基本的生活スキルの獲得…専門職（作業療法士、言語聴覚士、保育士等）による食事のサポート、トイレトレーニングの提案・実施、スケジュールボードなどの環境設定・調整。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上…サーキットやマット運動などの粗大運動、小麦粉粘土や寒天などの食品を使った感触遊びや、ボタンやブロックなど手指を使った玩具遊びなど
の微細運動の活動を実施。吊り下げブランコやクライミングロープなど全身運動や感覚刺激となる室内遊具を使った活動。
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用…イスの背面にタオルやクッションを置くなど身の回りのものを活用。
・保有する感覚の活用／感覚の特性への対応…音楽遊びや感触遊びなど感覚刺激が遊びとなる活動を実施。過敏や鈍麻のあるお子様に対しては個別に配慮対応を実施。
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